
2002年 出土の木簡
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八
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３
　
発
掘
機
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⑪
大
阪
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財
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４
　
調
査
担
当
者
　
小
倉
徹
也

５
　
遺
跡
の
種
類
　
蔵
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
新
規
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
、
堂
島
川
と
土
佐
堀
川
に
挟
ま
れ
た

中
之
島
の
西
端
付
近
に
位
置
す
る
。
江
戸
時
代
に
は

一
帯
に
諸
藩
の
大
坂
蔵
屋

敷
が
建
ち
並
ん
で
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、
全
国
の
経
済

や
物
流
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
。

調
査
の
結
果
、
中
央
部
で

一

七
世
紀
後
半
か
ら
末
に
か
け
て

機
能
し
た
船
入
あ
る
い
は
水
路

の
石
垣
を
検
出
し
た
。
木
簡
は

こ
の
石
垣
構
築
以
前
の
一
七
世

紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
の

停
滞
水
域
の
水
底
堆
積
物

（第
１０
ｂ
�
層
）
中
か
ら
出
土
し
た
。
木
簡
の
ほ
か
、

陶
磁
器
と
漆
器
、
曲
物
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
本
調
査
地
の
蔵
屋
敷

の
藩
名
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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木
簡
の
釈
文

。
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木
簡
の
上
端
は

一
部
破
損
し
て
い
る
が
、
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
下
端

は
や
や
尖
ら
せ
て
い
る
。
上
端
三
カ
所
と
上
部
付
近
に
ニ
カ
所
の
小
孔
が
あ
る
。

荷
札
と
考
え
ら
れ
、
墨
書
が
あ
る
の
は
確
認
で
き
る
が
、
残
り
が
悪
く
判
読
で

き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

⑪
大
阪
市
文
化
財
協
会

『大
阪
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
十
二
〇
〇

一
・
二
〇
〇
二
年
度
―
』
（一
一〇
Ｑ
二
年
）

（小
倉
徹
也
・
鳥
居
信
子
）
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